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学 内 規 則

富山大学名誉教授称号授与規則の一部改正

昭和 58年 7 月 1 5 日

富 山 大学名誉教授称号授与規則jの一部を改正す る 規則を次のとおり制定す る。

富 山 大学長 柳 田 友 道

富山大学名誉教授称号授与規則の一部を改正する規則

富 山 大学名誉教授称号授与規則 （ 昭和 33年 4 月25 日

制定 ） の一部を次 の よ うに 改正す る 。

第 1条 中 「本学」を「富山 大学 （以下 「本学」とい

う。） 」に 改め る 。

第2条 第 5号を第 6号とし， 第 4号の 次 に 次の 1号
を加える 。

( 5) 他の 国 ・ 公 ・ 私立大学 に おけ る 勤務年数は， 本

学 の 教授として 5 年以上在職した者 に 限り， 教授

の勤務年数はその 3分の2 を， 助教授 及び専任講

師の勤務年数はその 3分のlを第 1号の勤務年数

に 加算 す る ことができ る 。

第 3条を次の よ う に 改め る 。

第3条 第 1条 に 該当す る 者のうち教授 であった者 に

対し名誉教授の称 号を授与し よ うとす る ときは， 当

該学部長又は教養部長は教授会に おいてその出席者

の 3分の2以上の 同 意を得て学長 に 内申し， 学長は，

その内申 に 基づき評議会に付議す る ものとす る 。

2 本学学長 であった者 に 対し名誉教授 の称号を授与

し よ うとす る ときは， 学長が評議 会 に付議す る もの

とす る 。
3 本学は， 評議会 に おいてその出席者の 3分の2以

上の 同 意を得て名誉教授の称号を授与す る 。

附 則

この規則は， 昭和 58年 7 月 15 日 から施行し， 昭和 57

年 4 月 1 日 から適用す る 。

砂富山 大学名誉教授称 号授与規則の 改正理由

他大学 に おけ る 教育研究 の功績を， その職責に 応

じて評価す る ため。

2. 大学が名誉教授 の称号を授与 す る こととす る ため。

3. そ の他字句を整理す る 。

富山大学名誉教授称号授与規則施行細則の一部改正

昭和 58年 7 月 1 5 日
富 山 大学名誉教授称号授与規則施行細則の一部を改正す る 細則を次のとおり制定す る 。

富 山 大学長 柳 田 友 道

富山大学名誉教授称号授与規則施行細則の一部を改正する細則

富山 大学名誉教授称 号授与規則施行細則 （ 昭和 46年

2 月 1 9 日 制定 ） の一部を次 の よ う に 改正す る 。

第2条 第 1項を次 の よ う に 改め る 。

第2条 規則 第2条 第l号ただし書に 規定す る 教育上

の功績が特に 顕著 であった者とは， 次 の 各号の ー に

該当す る 者をいう。

( 1 )  本学の 学長として 4 年以上勤務した者

(2) 本学の学部長， 教養部長， 附属図書館長又は学

生部長 （以下「 部局長」という。）として就任し

かっ， その者の勤務年数が， 20年 から部局長とし

て就任した年数 （ 1 期 2 年 を単位とし， 2 年未満

は切り捨て， 2 期 4 年 を限度とす る 。）を減じた年

数以上 の 者

( 3 )  本学 （ 包括された旧制諸学校を含む。） に おいて

教授， 助教授 及び専任講師として引続き30年以上

勤務し， かつ， 本学の 教授として 5 年以上在職し

た者 で， 勤務年数が18年以上の 者

(4) 国 ・ 公 ・ 私立大学に おいて教授， 助教授 及び専

任講師として通算35年以上在職し， 功績が特 に 顕

著 であり， かつ， 本学の教授として 5 年以上在職

円／旬
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した者で， 勤務年数が18年以上の 者

同条第2項中「ただし書き」を 「ただし書」 に 改め，

第5 号を次の よ う に 改め る 。

(5) 前 各 号 に 準ず る 者又は勤務年数が1 5年以上てコ

学術上の功績が特 に 顕著 であった と 認められ る 者

報 第237一号

第 3条中「 ま たは」を 「又は」 に ， 「もしくは」を

「若しくは」 に 改 め る 。

附 則

こ の細則は， 昭和 58年 7 月 1 5 日 から施 行し， 昭和 57

年 4 月 1 日 から適用 す る 。

富山大学名誉教授称号授与規則施行細則第2条第2項第5号の規定の運用についての申合せ

評議会 （ 昭和 58年 7 月 1 5 日 開催）は， 標記規定 の 運 ( 1 )  学会賞又はこれに 準ず る 賞 の受賞者

用 に 関し， 次 の と おり申し合わせ る 。

同規定中 「学術上の 功績が特 に 顕著で、あったと認め

られ る 者」 と は， 次の各号のー に 該当す る 者 と す る 。

砂富山 大学名誉教授称 号授与規則 施 行細則 の 改正理由

学長 の就任期聞が 6 年 に 限定されたこ と に 伴い，

その職責 に 対す る 評価を見直すため。

2. 部局長の職に あった者 に ついて， その職責に 対す

る 評価を見直 すため。

(2) その他前 号 に 準ず る もの と して評議会が特 に 認

めた者

3. 学術上の功績 の評価基準を一部改め る 必要があ る

ため。

4 .  その他字句を整理 す る 。

諸 議AQ
E
 

第3国学則改正検討小委員会（ 7 月 4 日 ）

広報・教育小委員会（ 7 月 5 日 ）

（審議事項）

( 1 ）講演 会 の 開催に ついて

(2）年報 （ 第 8号 ） の原稿収集 に ついて

計算機センター運営委員会（ 7月 5日 ）

（報告事項）

( 1 ）業務報告

（審議事項）

( 1 ）ラ イ ブラリ ・プログラム 開発課題 の承認

(2）計算機利用負担金の 改定に ついて

昭和58年度第8回学寮補導委員会（ 7 月 6 日 ）

（審議事項）

( 1 ）学寮問題 に ついて

昭和58年度第5回評議会（ 7 月 1 5 日 ）

（報告事項）

(1)昭和 58年 度国立大学長会議 及 び国大協 第72回総会

に ついて

(2）教官人事に ついて （ 教育学部 ）

(3）学生の動向 に ついて

（審議事項）

( 1 ）富 山 大学名誉教授称 号授与規則 の一部 改正（案 ）

に ついて（継続審議 ）

(2）富 山 大学名誉教按称号筏与規則施行細則 の 一部
改正 （ 案 ） に ついて（継続審議 ）

昭和58年度第9国学寮補導委員会（ 7 月 16日 ）

（審議事項）

( 1 )学寮問題 に ついて

昭和58年度第3回附属図書館商議会（ 7 月 18 日 ）

（報告事項）

( 1 ）第 30回 国立大学 図書館協議会総会に ついて

(2）昭和 58年度附属 図書館 運営費 に ついて

（審議事項）

( 1 ）昭和 58年度学 生 用 図 書購入費 に ついて
(2）昭和 58年度参考 図 書購入費に ついて

(3）昭和 58年度基本参考 図 書購入費に ついて
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第4回学則改正検討小委員会（7Hl8H) （審議事項）
(1）公開講座の 実施 について

昭和58年度第1回公開講座委員会（ 7月初日）

人 事 異 動

異動区分 発令年 月日 氏 名 異動前の所属官職 思 事fjJ 内 谷 任命権者

界 f壬 58 8 i兵 谷 正 人 助教授（ 山 形大学教養部） 教授（人文学部） 文部大臣

II 山 J也 F仁’主J II （教育学部） II （教育学部） ,, 

臨時的任用 58 7 嘉 義 美 子 講師 （ 教育学部附属幼稚園 ） 教諭（ 教 育学部附属幼稚園） 富山大学長
fH· H: 58. 6 16 藤 井 伸 用務員（経済学部作業員） 経営短期大学部作業員（58.6 16～59.3.3]1 

市
初期

山
j大

大
宇

空i都t’·i常i七
58. 7 13 H与 if{ E司 教授（工学部） 附属図書館工掌部骨館長•58. 7.13、60. 7.12� 文部大臣

58. 8 山 崎 ｛辛： 夫 II （税ii守学｛fl\) 評議員（ 58. 8. 1 ～60.7. 31) II 

II 主℃ 暢 夫 II II ！！ II II 
一

II 横 lll 仏： II （ 大阪大学経済学部） 紛矧附短期大学制融情室に併証する1泊8ト58.9.羽） II 
高岡醐大字削詰端艇長に1井任する（58.8.ト58.9.11)一一一一

,, 判JJ F:IJ 友 J立 高山大学長 高岡矩期大学自lj設準備室長のfWH:を解除する II 

Ji 申立 58 7 1 7 d事 木 浦三郎 事務�illf!t:H （附属図書館） 昭和 58年 7 月 1 6日｜浪り退職 富山大学長

II 4: 出 善 彦 ,, /I II II 

58. 8. 太 国 幸 .:.r- 教諭（教育学部附属養護学校｝ 昭和58年7月31日限り任期満了によI）退職 " 

II 名 （変 美 事務補佐民（教育学部） 昭和田年 7・ 月 31 日 限り退職 II 

II 坂 林 梅 松 臨時用務員（経済学部作業員） II II 

学 内 諸 報

附属図書館工学部分館長の改選

宮尾嘉寿工学部分館長 の 任期が， 昭和田年 7 月 1 2 日

に 満了 す る こ と に 伴う 次期分館長候補者の選考は， 6 

月 17 日 開催 の評議会 に おいて 2 名の候補 者 に ついて 行

われ， 時沢 貢教授（工学部 ） が選出され ま した。 任

期は， 昭和 58年 7 月 1 3 日 から2年 間。

卒業， 同33年 大阪大学大学院工学研究科を修了 後， 民

閉会社を経て同40年 3 月 富山大学 工学 部助 手に採用さ

れて以来同44年 に 助 教授， 同52年 に 教授となり今 日 に

至ってい る 。

専門は， �！性加工， 工学博士， 富山県出身。
時if�教授は， 昭和 27年 富山大学工学部金属工学科を
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名称、付与

まで トリチウム 科学センターで 「二元合金を用いたト
リチウムの濃縮・分離の研究 」に 従事されることにな

客員教授

本 学 名 誉教授竹 内豊三郎先生には ，富 山大学客員教
授選考基準（昭和58年6月17 B制定）に 規定する客員

教授 として， 昭和 田年7月1 日から昭和59年 3月 31日 りました。

者

渡航の 種 類 所 属 職 氏 名 渡 航先 国 目 自ヲ 期 間

フランス， 連合王ト＼
素
集

革
議

11

等

回
及

国
ひ冶

際
限

音響
要 素

学

討

会
法

論
，
に

境
出

資

庸

料
界

，
収要58. 7. 1 5  

工 学部 教 授 加）｜｜ 幸雄 国 ，アイルラン j
法

寅
に ついて とトルコ のため 58. 8. 18 

アメ
議
リカ微出粒席子 学ぴ会 太 平洋表 国 58. 7. 31 

II II 杉本 益規 アメリ カ合衆国 際会 に 及 研究発 の
ため 58. 8. 7 

外国 出張
アメリ カ合衆国 ， 日米交国

科際学協 力ポ
事業セ 出ミナ席ー及 58. 7. 11 

教 養部 II 河野 昭一 び シン ジウム ・石汗カナタ 究 流 のため 58. 8. 6 

ネパール， タイ， ス リランカ及びネノマール両 ワ
調
国プセLコ 58. 7. 19 

II II 小島 覚 におけ る伝然 統薬物医学資の比 較
学

研術
禾日 i� 並査びに 天 j原の 58. 9. 27 のため

低
験

温
と

低
国

圧
際

下
会 議

での出 変席成の反 た応め
、 の実

58. 7. 26 
教育学部 H力 手 丸山 茂徳 アメリカ合衆国

58. 11 2 

海外研修旅行 太tヱh
三 平洋コミュニケーション学

主催「198 3年 異文 化問
国

日間 コミ 58. 7. 27 
教 養部 教 授 宇尾野逸作 大韓民国 ュニ

全
ケーションソウル 文

際 代発表
表者 議」に 出席及び 58. 8. 1 
のため

航渡外海

2 

教育学部

教工
養 学

部 部

本

部

経
済
・

図
書・
短
大

教
育

学
部

人文
・

理
学

部

学内レク リ ェーショ ン

。バレーボール大会

本学レクリェーション委員会 体育部 会 所 属 の排球班
主催による昭和58年度 学内バレーボール大会が， 去る
6月27 日（FJ)から7月2日（十）までの間約7 0名の参加者を
得て第1及び第2 体育館で実施されました。

なお， 成績は 次の と おりです 。
優 勝 教育学部 チーム

工 学部 チーム勝次

5 
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。釣大会

本学レクリェーション委員会娯楽部 会 釣出主催によ
る昭和58年度学内釣大 会 が ，去る7月9 日ti：）午後2 時
30分から午後6 時30分までの間16名の参加者を得て新
港東防波堤において実施され， 釣り上げた魚、 の重さに

。ソフトボール大会

本学レクリェーショ ン委員会 体育部会ソフトボール
班主催による昭和58年度学内ソフトボール大会 が， 去
る7月 4日（「j)から8月4 日（本）までの間約100名の参加
者を得て本学グラウ ンドにおいて実施されました。

なお， 成績は 次のとおりです。
優 勝 経済・図書・短大チーム
次 勝 教養部 チーム

報 第237号

よって入賞が決定されました。
なお， 成績は 次のとおりです。

l 位 川崎 博幸（工学部）

2 位 二宮 英治（ II ) 
3 位 杉本 周平（ II ) 

経済・図書・短大

6 

教
養

部

18 4 

｜｜ ｜卜片18
入

部
学
生 経庶 経済工理 育

部

教
学

部
主 理務 学 学

部 部 量部 部
施
課設 短大

昭和58年度文部省北陸地区共同事業体育大会

昭和58年度の文部省北陸地区共同事業体育大会 が，
去る7月23日仕）に富山大学の当番で開催されました。

本 年度の競技は， バレーボール， バド ミント ン の2
種目で行われ ，本学からは2 種目合わせて42 名 の選手
が参加しました。

競技は， それぞれ午前9 時30分から始まり， 当日は
真夏の炎天にもかかわらず試合運びも順調に進み， バ
ド ミ ン ト ンでは富大Bチームが予選リーグを勝ち進み，
決勝トーナ メ ントにおいて医薬大Bチームに 3 対 0で
勝ちましたが， 決勝戦で医薬大Aチームに敗れ惜しく
も 次勝となりました。

一方，ノ〈レーボールでは富大Aチーム， Bチームと
もに強豪 の医薬大Aチーム， Bチーム， 金沢大Cチー
ム並びに能登青年の家チームと順調に勝ち進み， 決勝
戦では本学同志の戦いとなり， 富大Bチームが見事優
勝を飾りました。

富山医薬大A一衣一果一
ト

結一
ン

ン一
メ

ト一
ナ

ン一
一

、、－
vト』

ド一
勝

、、
－

ェ、

ノ
－
LC

I
L

O
 

2 

なお， 成績等詳細は 次のとおりです。
( 1)日 時 昭和田年7月23日仕）9 : 30～16 : 30 
(2 ） 会 場 バレーボール……富山大学教育学部附属

中学校体育館
バド ミ ント ン……富山大学第1・第2 体

育館
( 3）参加人員 42 名（バレーボール2 6名， パド ミ ン ト

ン16名 ）
(4 ）成 績

Oバレーボール
優 勝 富山大学Bチーム
次 勝 富山大学Aチーム

Oバド ミ ント ン
優 勝 富山医 科 薬 科 大学Aチーム
次 勝 富山大学Bチーム

3 。
① 

。 3 
② 

Aゾー ンH立 BゾーンH立Cゾー ンl位 Dゾー ンl{立
富医薬大A 福井大A 富医薬大B 富 大 B 
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｜バレーボール結果表i
富 山 大学 B
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第2 1回全国大学保健管理研究集会東海 ・北陸地方
研究集会及び保健婦・看護婦班第10回研究集会

所

会議室No. 2 

II 

II 

士易エ白日γap
 

会

式

会

会

事

閉

幹

事
例

期 日 時 間
1 5: 30～ 16: 40 

1 6: 40 ～ 16: 50 

16: 50～ 17: 30 

7月28 日（木）

昭和 58年度の 保健婦 ・ ず？護婦班第10 回研究集会が，

去る7月27日（村に富山勤労総合福祉センター呉羽ノ、ィ
ツ に おし、て45名の参加者を得て開催， ま た， 第 21回全

国大学保健管理研究集会東海・ 北陸地方研究集会が，

去る 7月28 日（札 29 日 酬の両 日 に わたり 同 呉羽ハ イ ツ

に おいて98名の参加者を得てそれぞれ富 山 大学の当番 1 階ロビー

研修室No. 5 No. 6 

II 

1 階大食堂

II 

研修室No 6 

研修室No. 5 

会議室No. 3 

地方部会総会

食

分科会

第 1 分科会

第 2分科会

第3分科会

休 憩
懇 親 会

受 付
開会式
講 演

昼

9 : 00～ 10: 00 

10: 00～ 10: 30 

10: 30～ 11 : 30 

11 : 30 ～ 12: 00 

12: 00～ 13: 00 

13: 00～16: 00 

で開催され ま した。

研究集会は， 下記の 日 程で行われ， 寺沢捷年 氏富 山

医科薬科大学和漢診療部長の「現代医学 と 漢方」， 柳

田友道学長の 「医学微生物学 の発展」に ついての講演

に 引き続き分科会， シンポジウムなどがあ り， 参加者

からそれぞれ実務 に 即した活発な意見がだされ る など

盛会のうち に 終 了 し ま した。

16: 00～ 18: 00 程日
別 館 2 階大広間18: 00 ～ 20: 00 

7月29 日 幽

所

l階ロビー
会議室No. 2 

視聴覚室

場I頁事

受 付
幹事会

開会式

間

12: 30～13: 20 

期 日 時
7月27 日 （水）

研修割o. 5 ·No. 6 分科会報告9 : 00～ 9 : 30 13: 00～ 13: 40 
II 

7 

II 

シンポジウム

閉会式

9 : 30～1 1 : 50 

11 : 50～ 12: 00 II j寅議
13: 40 ～13: 50 

13: 50～ 15: 30 
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0第l分科会
テーマ 「学生生活と保健管理業務」

0第2 分科 会
テーマ 「学 生 の保健管理（身体面）における問

題点とその対策」

寄

報 第237号
0第3 分 科 会

テーマ 「大学におけるカウ ンセリ ンクーの現状」
0シ ン ポジウム

テーマ 「学 生 の健康管理の現状と将来像」

稿

<A ・ N ·U雑感〉

今年の3月14日， もう春先きだというのに富山駅の
ホームは雪が吹き込んで冬着に身を出めていても寒い
程でした。 翌日日成田を発って午後にはマニラに着き
ましたが， そこは熱帯の炎天下， ホテルで夏着に換え
るまでに身体中の水分が汗になって吹き出したような
感じ。 ジェット機で緯線に沿って飛ぶということは大
変 なものだと思いました。 3月20日マニラからジャカ
ルタへ， そして3月27日にシドニー経由でキャ ンベラ
へ入リ， それから42日間オーストラリアに滞在し， 最
後にニュージーランドを通って5月15 日帰国いたしま
した。 面白い話ということであれば， マニラとジャカ
ルタを取りヒげれは．皆様に喜んでいただけるのですが，
この学報は文部省や他大学にも届けられるそうなので，
比較的まじめな， 今後オーストラリアへ行かれる方にと
っても少しは参考になるようなことで綴ってみたいと
思います。

くオーストラリア入国について〉
ご承知のようにオーストラリアに入国するにはVisa

が要ります。 1 か月以内の観光なら， 東京の大使館査
証部 でも大阪の大使館領事部 でも簡単に取得できます
が， 私のように研究 を目的として1 か月以上滞在する
場合はかなり面倒です。 国内で整えるべき各種の書類
のほかに受入れ側の責任者の証明が要るのです。 判り
易〈言いますと， 私の場合オーストラリア国立大学 の
リ ン ジ先生が私の身元引受人としてキャ ン ベラの移民
局にスポ ンサーシップという書類を提出してく れて，
その確認が行われてはじめて日本の大使館で、Visaを発
行してく れることになるのです。 私も交通公社でもそ
のことを知らずに居て出発間 際になって慌てふためき，
何と厄介な国を選んだものだとかなり落ち込みかけて
いました。 もう一つ， 何とか入国手続きが出来てシド
ニ一空港でオーストラリアに入ったのですが， この時
機内でスプレーによる消毒を受け， 厳密な荷物の検査

教育学部 教授 藤 森 勉

とく に動植物とその製品， 農畜産物についてうるさく
問われ， ここでもいささかうんざりしたものです。 と
ころが， このうるさいチェックをく ぐり抜けて入って
きた者に対する身元引受人の親切さ， 安全に対する責
任感には全く 感激するばかりでした。 重たい荷物をか
ついでキャ ンベラ空港に降りた時「フジモリセンセー，
オマタセシマシタ一。 オクレテス ミマセン」と院生め
シヤードさんが駆け寄ってく れた時はまさに地獄で仏
を見たようでした。 彼氏は日本に3年ばかり居て日本
語はペラペラ， 当用漢字なら大体読み書きできるとい
う俊英。 うちの学 生 より日本については詳しいかも知
れません。 石川県出身のヨシコさんを奥さんにしてい
る桂の人です。 かつて岡山大学で行われた経済地理学
会 で私の報告を聞いており， 「ダイタイワスレマシタ
ケド， ソノトキノ、ォモシロイトカ ンジマシタ」という
喜んでいいのか悲しんでいいのか判らぬ気持でしたが，
急にオーストラリアが明るく なったことは確かです。
2 日後にリ ンジ先 生 にお 会 いしましたが， この時もシ
ヤードさんが付き合ってく れて， 3人で私の在豪中42
日聞の研究 計画を練り上げてく れ， 主な訪問先とその
日程が決まると， 教授への紹介状を書いてく れただけ
でなく ， 自ら大きな身体を軽々と動かして航空券の手
配， ホテルの予約をすっかり済ましてく れましたし，
また私が求めた文献， 資料， 地図なども一生懸命探し
求めてく れました。 その日程の立て方で感心したのは，
商店やレストランが休みになる土曜， 日曜は移動日か
らはずしであること。 イースターやア ン ザックデーの
ような完全な休日にはキャ ン ベラのユニパーシティ ・
ハウスに居られるようになど， 細心の注意を払ってく
れたことでした。 欧米人にとっては当然のことなのか
も知れませんが 。

〈オーストラリア国立大学一一A · N · U> 
オーストラリアには国立大学はキャ ンベラに一つあ
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る だけ です。 国の歴史が浅いの ですから大学に もヨー

ロッパの よ うな奥行きの深さは感じられ ま せん。 A ・

N · Uも第 二次世 界大戦直後の1 94 6年 に 創設されたば

かりです。 この時はいわゆ る Re search University と

して発足し ま したが， その後1960 年に 教員養成のため

のユニパーシィティー カ レッジが加えられ ま した。145

ha と いう広々 と した構内に ， 研究所をはじめ と す る 諸

施 設がそれぞれ趣向を凝らして， オースト ラ リ ア 中か

ら集めて来られた南半球特有の深い樹立の 中 に ひっそ

り と 建てられてい ま す 。 建物のほ と んどは 2～3階，

亭々 と 準え る 大樹の陰にかくれてどこに 何があ る のか

判らない位。 ま る で森林公園の 中 に居 る よ うな気に な

り ま す。 学生数は1 980年 で6, 11 2名， うち5, 01 6名が4

年コースの学生 で，l, 096名が院生 です。 結構学生数も

多いの ですが， 構内が広いの と 樹立 でおおわれてい る

ために 建物の外ではめったに 出会うこ と があり ま せん。

静かで よ そ よ そしい位ゆったりした大学です。 私がお

世話に なったのはA ・ N ·Uの7 つの 大研究所の一つ，

太平洋学術研究所 （ 筆者訳） の 中 の 人文地理学研究室

です。 ス タ yフは 9名 でそれぞれ専 門分野は異なり ま

すが， 研究対象地域は太平洋の品々 と その周辺を選ん
でい ま す。 私のスポンサ のリンジ先生は， 工業地理

学が初当で日本にも深い関心を有してい る 方 でした。
くユニパーシティー ・ ノ、ウス〉

キ ャ ン ベ ラ に 滞在中， 私はA ・ N ·Uの ユニパーシ

ティー ハウス と 言う宿舎に 泊めてもらい ま した。 1 980

年 に は全学生の 7 % に 当た る 4 53名が海外からの留学

生 です 。 マ ラ ヤの47名を筆頭にU S A36, U K34, N 

Z32， イ ンドネシア30， イ ン ド25 と 続き 日 本からも23

名留学し， かなり広汎な国々から学生が集 ま ってい ま

す。 客員教授や研究者ーもかなり居 ま す。 ユニパーシテ

ィー ハウスはそうした人達を泊め る study Bedroom 

を 中 心に 1 954 年 に つくられたもの です。 ベッドルー

ムはシンクル と ツ イ ン， それぞれノ〈ス付ーき と ノ〈スなし

があって， 私はシングル， パスなし， 1 日 22Aドルを

借りてい ま した。 オースト ラ リ アやニュージー ラ ンド

では一般のホテルはテレヒ （時に は ラ ジオも） が置い

てあり ま すが，ここはstudy Bedroom と いうだけあってそ

ういうものはあり ま せん。 その代り造り付けの 書棚，

勉強机， かなり明 る いス タ ンドなどが整ってい ま す。

非常に よ かったのは， 30秒位でお湯のj弗〈強力なポッ

ト， コーヒー セット 2組， 皿・ フォーク ・ ナイ フが揃

っており， コ←ヒー・紅茶のパック， 砂糖はいくら使

っても翌朝たっぷり持って来てくれ ま すし， ま た毎朝

報 第237号
冷蔵庫の 中 に 20 0m£の牛乳を入れておいてくれ る こ と

です。 （ このサービスはオースト ラ リ ア ・ ニュージー

ラ ン ド のホテル と 同じです一一そうそう両国 と もチッ

プは全く不要 です。 これだけでも旅 行 者 に は助かり ま

す ） ハウスではフロント で郵便物を扱ってくれ ま す し，

ミニ ・パンクがあって旅行小切手をAドル と 換えてく

れ ま す し， 国際クレジット カ ードが使え ま す 。 大ホー

ルやセミナールーム も幾つかあり ま すが， 宿 泊者 に 評

判がいいのは図 書室で， 各種の辞書や諸科学 の文献，

各国紹介の簡単な書籍が並ん でいま す。 日 本 に ついて
は何故か ラ イ シャワ一氏の著書しかあり ま せん でした。

その他新聞・雑誌が何種かあり， 日 本からもL o ok 

JAPAN と し、う英文誌が送られていま した。食事はBistro

（ レストランの よ うな所） で朝 ・ タ と れ ま すが， 予約

制に なってい ま したし， 気軽に 利 用 できたの はCellar

Barの 方 でした。 ヨーロッパ の 大 学 で もよ くあ る 方法

ですが， お盆を持ってく る く る と 一回りす る と ， 大体

4 Aドル位 でちょっ と した食事が と れ ま す。 Cellar

Barの前に 広い庭があって樹立の下に テーブルが置か

れてあり， 天気の よ い臼はお盆を持って行き仲間同志

にぎやかに話しながら食事を楽しみ ま す。 布、はたいて

し、一 人 ですが， それでも気分 よ く 山 監りのポテトチッ

プスも何時の間に か片付く程です。 C巴llar Bar の隣

りに B ottle Shopがあって酒類が豊富 に 揃ってい る だ

けでなし その他あらゆ る 食料 品も市価 よ りは少し安

し、値段 で売ってい ま す。 私はここ でかんビール， ワ イ

ン， ウ イ ス キー， ハ ム ， ソー セージ， チーズ， 果物な

どを買い込ん で部屋の冷蔵庫に 入れておき， 生命維持

の最低線だけは確保しており ま した。 夜， 気分転換に

ハウスの周りを散歩してみ る と ， 窓ごしに 顔見知りの

中 国 人やマ ラ ヤ人 の青年が机に向かって勉強してい る

姿がうかゾわれ， いい刺激に なったもの です。 ここ ま

で 行かなくても， わが富 山 大学の職員ホールももう少

し大学の宿泊施設らしい工夫がなされていたら， と 思

ったもの でした。

<A ・ N ·Uの 日 本研 究〉

1 94 2 年 2 月 1 9 日 ， 日 本 の機動部隊が航空隊 と 合 同 て＼

オースト ラ リアのポートダーウィンに 大空襲をかけ ま

した。 第 二次世 界大戦を南半球の一角から半ば対岸の

火事の よ うに 考えていたオースト ラ リ ア人 に と って，

これは何 と も理解しかね る 驚天動地の出来事だったら

しし ま たこの時はじめてJAPAN の存在を強烈に認

識した よ うです。 明 けて， 第 二次大戦後， オースト ラ

リアは恵 ま れた自然 と 資源の上 に あぐらをかき， 戦後

9 -
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の復興を急ぐ ヨーロyパ諸国にその資源を提供しなが

らゆったり平和な生活を手受していた よ うです。 と こ

ろがやがて北回帰線以北の 多くの国々で技術革新の波

が湧き起り， 急速な勢てw拡がっていき ま した。

一方では後進国からオースト ラ リ アの広大に して未

開発な天地を求めて移民が相次いで渡ってき ま した。

この段階で オースト ラ リ アは懸命に 仕事 に 励む移民に

よ って， 石炭 ・ 鉱鉱石 ・ ボー キ サ イ ト ・ マンガンetc

を掘り出し， 白 人 の飼育した牛や羊などの農畜産物 と

共に 海外に 輸出して， かわりに 機械をはじめ手のこん

だ製品を輸入す る と いうパ タ ーンを続けてきたわけで

す。 そして， 世界的な 技術革新の波に いつしか乗り遅

れてし ま っていたわけです 。 それでもかつての 本 国 イ

ギ リ スを 中心 と す る 欧米諸国が主な相手国だった聞は

ま だ よ かったのですが， 70年 代に入 る 頃から太平洋の

端っこに あ る ， 何も持たない小さな島国 日 本が段々大
きな存在になってき ま した。 今， オースト ラ リ アの資

源輸出相手国 の中では 日 本が欧米諸国を抜いて第 1 位

を占めてい ま すし， 日 本製の自動車 ・ オートパ イ ・ テ

レビ ・ カ メ ラ ・ 時計 ・ 計算機etc が オースト ラ リ ア中

を占拠してい る と いっていい程です。 テレビ番組の コ

マーシャルのスポンサー と してToyotaやN is s an が

度々登場してい ま す。

「これは一体何事だ」 「こんなこ と で よ いのか」 と い

った声が政治家や識者 の一部で挙っても不思議ではあ

り ま せん。

太平洋学術研究所で 日 本研究が高 ま りつつあ る のも，

寄

報 第237号

先のシヤードさんが一生を 日 本研究に尽そう と してい

る のもこうしたこ と が背景に なってい ま す。 ま た， 小

研究所であ る 日 豪研究セン タ ーでは常時 日 本から研究

者を招いて 日 本 の経済政策をはじめ教育 ・ 社会 ・ 労働

などの問題を研究してい ま す。 ここの所長 の コ ン コ ー

ド先生は戦後しばらくして 日 本を訪れた方で， 大変 日

本語の巧みな方ですが， あ る 日 3 時間ばかり コ ン コ ー

ド先生 と シヤードさん と 私の 3 人で 日 本 と オースト ラ

リ アに ついて話し合い ま した。 はじめの頃は英語に 日

本語を少し混ぜて， 中 頃に は 日 英混合で， し ま いに は

もっぱら 日 本話で対話が進んでいき ま したが， 気がつ

いたら私の長年蓄えた 日 本に ついてのあやふやな雑学

的知識はすっかりお二 人 に 吸い と られてし ま った よ う
でした。

くわが息子たちに 〉

私 に は高 3 と 中 2 の 2 人 の息子が居 ま す 。 そ の ど

ちらかでも将来海外留学をしたい と 言いだしたら強制

はでき ま せんが， せめて有力候補 と して オースト ラ リ

アのA ・ N · Uを推したい と 思ってい ま す。 そしてそ

うな る のを楽しみ に せこい話です が， リ ンジ先生， コ

ン コ ード先生， シヤードさん と は文通を続けたい と 思
ってい ま す 。

惨筆者は， 文部省短期在外研 究 員 と して， 昭和田年

3 月 15 日 から 5 月 14 日 ま での 2 か 月 間 オースト ラ リ ア

のほか東南アジア各国 に 外 国 出張され ま したので， 特

に 寄稿を御依頼したものです。

稿

〈吃飯了尽から体好〉

今年 （ 昭和 58 年 ） 6 月 末から7月はじめにかけて東

（ シナ ） 海の調査 K H83 - 2 があり， それに 参加して

青島に 上陸す る 機会があった。

中 国に足を踏みいれ る のは昭和 22年 の 大連引揚げか

ら実 に36 年 目 であった。 あしかけ 6 日 の短い上陸であ

ったが， いろいろなものを見 る こ と ができた。

私が故郷の大連 に いかないのは私の夢のこわれ る の
が恐い と いうのがいくつかの理由の一つであった。 私
の恐れていた一つに娘さんも人民服一色に なってい る
のでないか と いうこ と であった。 しかし娘さんはおし
ろいや口紅はぬっていなかったが， パー マをかけ思い

教養部教授 藤 井 昭 二

思いの服装をして若きをみなぎらせていた。 夏のせい

か？毛沢東 の権威が失墜す る の と 比例してい る かの よ

うに 人民帽をかぶってい る 人が少なかった。 友人が緑

色の 人 民帽をデパートで買おう と す る と ， 人 民帽は田

舎 のおじいさんのかぶる田舎者のシンボルだ と 通訳の

人は笑っていた。 これてい故郷の大連へいく決心もでき

た。

青島には幾つかの海洋研究所がありそれらは， 科学

ア カ デミー， 国 家海洋局， 地質 ・ 鉱産局， 水産局等 々

に 属していた。 ま た重点大学に なってい る 山 東 海洋学
院もあった。 海洋研 究所は古い建物もあり， 建築中 の

ハU
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ものもあり， 建物は天井が高くの び の び と していたが，

ほ と んどの研究所は文化大革命の十 年 の破壊からやっ

と 立ち直り， これから と いう感じ であった。
山 東海洋学院は十万坪の広さに， 富 山 大学の理学部

に 相当す る 建物を一学科がしめ， 土地 と 建物に 関して

はうらや ま しい限り であった。 科学ア カデミーをのぞ

いて， 機械 ・ 器具は上海 ・ 天津・北京 で製作されたも

のが 多い よ う で， 上記の よ うなこ と で ま だ仕事はこれ

から と の感じであった。 しかし， 科学ア カデミー の海

洋研究所は， 日本， 米国， オーストラ リ ア， ド イ ツ等

各 国 の機械器具が充分に 使用されてい る よ う であった。

魯迅公園 に は日本 でもみ る こ と の できない立派な海藻

博物館があり， ア カ デミー の所長も海藻の研究者 で，

この春， 青島で国際海藻学会が開催されたばかり で，

青島の周辺ではコ ン ブの養殖がきかん に 行われていた。

日本では海洋研究所 と 名前がつく研究所は東大 に し

かないが， 中国 では青島のほかに 杭 州 ， 上海， 大連に

もあ る ようで， これらが充分に 稼動はじめたらどんな

成果があが る だろうか と 寒きを憶えた。 日本 では水産

大学， 水産学部， 海洋気象台， 水産試験所がかなりあ

る のて＼ それらが少し内容を変えて海洋研究所 と 名前

をかえれは＼ 別 に どう と いうこ と がない のかも知れな
し、ヵ王。

ある国際会議でお会いしたAさん に 再会す る こ と が

できた。 当時Aさんはロシア語だけ で英語はしゃべら

なかった。 Aさんは小生 よ り少し若い人 で小さい時日

本語をいくらかしゃべり， 若い時ロシア で勉強し， 今

ま た英語の勉強をしてい る よ う であった。 私が小学校

四 年 で 中 国語を学んだ時， 日本語の「今日は」は中国

で 「吃飯了府， 食事がすんだか」 と いい， それは戦乱

が常 で安心して食事をす る こ と が少ないからだ と 聞か

されていた。 それが「1fr-好」 に 変わった と いうこ と は

大変な変わり よ う であ る 。 やはり毛沢東は偉大な 人物
であろう。

中国語は略字化 と ローマ字化が随分すすんでい る よ

う であ る 。 日本でもローマ字に 訓令式 と ヘボン式 の二

つがあ る よ うに 中国 でも古い表記 と 新しい表記があり，

科学ア カ デミーの出版物の論文の著者名に 両者がかか

れていた。
ラ才ンヤJ

一日時 山 に ハ イ キ ングに いき， 中 国 の田舎をかい ま

み る こ と ができた。 パスが停車して手洗い に いった と

ころ， 大・小便 の所に は扉も仕切りもなく， 大便の方も

足場だけで， 隣りの 人 と おしゃべりで き る よ う に なっ

ていた。 しかし蝿が全然いないのは驚異 であった。 か
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つては食物に ゴマを ま いた よ う に 蝿がし、 る の が当然 で

あったの であ る から大変なかわり よ う であ る 。 ハバロ

フスクで似た よ うな便所を見たが， 中国の よ う に そう

じがゆき と どいていなかった。 小さい時， ラ イ トが設

計？した と いう大連病院の 便所で大便所の扉が費の子

で， 上下がかなり空いてい る のを異様に 感じたこ と が

思いだされ る 。

中 国 の研究者が四 人 乗船しており， 大変 よ く勉強し

ていた。 いろいろおしゃべりをし， 日本 人が唐詩を知

り， 論語などに 詳しいの に 驚いた よ う であった。 彼等

も太陽のない町や， 蟹工船などを知っていた。 論語な

ど我々 の 方が よ く知ってい る よ う であった。 受験 のた

め読んだ塚本の漢文の参考 書などが大変な と ころで役
に たったもの であ る 。

大学をでた 人 の 月 給が50～ 60元 で部屋代が 月 2元，

一ヶ 月 の食事代20～30元ですむ と のこ と であった。 我

々がホテルで昼食に と った 山 東料 理が酒代を含めて一
人25元であった。 昭和20年 代後半の米国 人 と 日本 人 の
収入に 似てい る の でないだろうか？

シナ 四憶の民が十億に なり， 最近法律がかわり子 供

が二人 に な る と かなりの税金がかか る と のこ と であっ

た。 小さい時， 夏 に な る と ほ と んど裸で青鼻をたらし

た中国 人 の子供を よ くみたが， 今 回 は両親や祖父母に

大事に 抱かれた赤ん坊しか見 る こ と がなかった。

昨 年 （ 昭和57年 ） シルクロードを歩いていて気に な

ったの であ る が， 日本 では精神病院に だけあ る よ うな

鉄格子が建物 と いう建物 に はいっていた。 青島 でもそ

の鉄格子が民家に も建築中の建物に も当然のように 窓
に はめこ ま れていた。 魯迅公 園 に も港の近く に も， ト
ーチ カがポツン と 残っていた。 何も考えなくても よ いの
か知れないが， 吃飯了f1が休好に 変わった よ う に 民家

に 鉄格子をいれなくても よ い日が早くく る こ と を祈ら

ざ る をえない。 （ 私の感ちがいであれば大変な幸である。）

（地質 ・ 鉱産局海洋地質研究所岩石研究室）
一階の窓を注意， ほとんどの民家も同樟である。

句’i
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砂筆者は， 東京大学海洋研究所からの依頼仁義づき，

白鳳丸共同利用 研 究者 と して昭和58年 6 月 24 日から

7 月 8 日 ま で海洋の基礎研究、 特に 海底の地質 ・ 地
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球物理学的研究のため， 公海上 （ 北部フィ リ ピン海，

東シナ 海 ） へ外国出張され ま したの で， 特に 寄稿を

御依頼したもの です。

保健管理センターだより

〈臨時健康診断について〉

学生便覧に 記載されてある と おり， 『本学 で実施す

る体育実習やサークル活動等 に 参加する学 生 に 対して

は， 当該行事 の責任者から要望があれば＼当セン ター

はそのつど健康診断 ・ 相談に 応じて しVる。 この文章

はそれほど難しくないの で誤解の生じ よ うはずもない

のだが， 『行事の責任者から， 今度の行事 に 参加 す る

にはあらかじめ健康診断を受ける よ う に セン タ ーが言

っている， と いわれたの でやってき ま した」 と い7ふ

うなトンチン カ ンな健診希望が後を絶たない。 ま た，

当該行事を実施するに 当たって臨時健康診断の報告書

が何をどの程度保証するも のか， に 至っては行事の責

任者すらなに もわかっていない様fー である。 そこで実

際に診断書に署名 ・ 捺印す る者の立場から， この問題

に ついて日頃感じているこ と や， 被検者側に 対するお

願いなど， 思いつく ま ま に 記してみ たい。

1 ） 当事者の主体性 に ついて

あらゆる行事に は当然に それを主催す る当事者が存

在する。 そしてこの当事者は行事実施 の準備から後始

末の段階 ま で， す べて主体 性をもってその責に 任ずる

こ と ， これも ま た当然である。 と ころが事前の健康診

断の問題 ～ 行事の 準備段階に 相当 ～ と なる と ， 当

事者の誇り高い主体性が不思議なこ と に もろくも崩れ

おちてし ま うものらしい。 上記 の『あらかじめ健康診

断を受ける よ うに セ ン タ ーが言っている』 と いう文言

はそれを端的に 示すもの である。 ノj、きな音IS局ではある

が当セン タ ーは自己の正当な業務 に ついてみだりに 他

部局の干渉を受けるつもりはないし， ま してや， 他部

局 の催し に 横合いから『あらかじめ健康診断を受ける

よ う に 』注文をつけるつもりは毛頭ないの である。 事

前に 健康診断を要するか否かは当該行事の 責任者の主

体性ある判断に 委ねらるべきもの である。 もっ と も，

ここで責任者の主体性ある判断に 委ねる と いうのは，

「勝手にしろ」 と いうこ と ではなし 行事に 際して健

診が必要かどうかを当セン タ ーや他の医療機関 に 相談

して判断されるの も立派に主体性の ある態度なの であ

保健管理セン タ 一教授 中 村 剛
I）， むしろその 方が理に適っている と 思われる。 たと

えば次の よ うな例がある。 A部局が行う合宿研修に 臨

み， 事前の 健康診断が必要， と 当事者が「主体的に 」

判断された。 と ころが， 行事の内容は と いう と ， 温泉

プール で水を掛けあったり， 騎馬戦をしたり， 要す る

に 遊ぶのだそうである。 この場合， A部局の判断 と い

うものは， 「 プール」→「水泳実習」 と いう短絡的な

連想反応 と ， 「水泳実習」→「事前 の健診」 と いう常

同的な慣習踏襲から迷い出たもの に すぎず， そこに 当

事者の「主体性」を見いだすこ と は できない。 こうし

た当事者の 「判断」 の背景に は， その当事者が臨時健

診に 当たって負担するものは何もない と いう事情があ

るの であって， 「やってもらっても（自分達が ） 損を

するわけ でなし」 と いった イ ージー ・ ゴー イ ングな考

え方に 流されてし ま う様子が よ くわかる例 と いえる。

「判断に 主体性がある と かない と か， そんなこ と はど

う でもいいじゃないか， 行事 の実施 に 万全を霊くして

何が悪い。 お前が労力を惜しんでいるだけじゃないか」

と の 反論は当たらない。 こんな駄文に 時聞を費す の も，

下記の よ う に 行事当事者のいい加減な判断の 中 に は，

責任 回避 と 甘えの構造が常に 透視きれるの であつて’

そうした姿勢で の行事運営は千 回 の臨時健診を無意昧

にしてし ま う と

2 ） 当事者の責任 回避 と 甘え

ある年 の 寒 中 水泳に 当たり， 次 の よ うな希望が主催

者から寄せられた。 「寒 中 水泳は心臓麻療等 の危険性

が高い行事なの で， できれば プール ・ サ イ ドで健診を

してほしい」 と いう の である。 この要望ほ と e他 人への

依存を顕にしたものはない と 思 う 。 も と も と ， 寒 中

水泳その ものに トレーニング上の効用を期待できるは

ずはないの であり， その狙いは若者の志気の昂揚 と 自

己顕示欲の満足 と いった心理効果に ある， と みて よ か

ろう。 したがって， こうした街奇的な行為を敢えて為

す者は， 自己の体調 の把握 と 調整を自らの手で、行って

こ と に 臨むべきである。 自分の体調 ま であなた任せに

ワ臼
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し ておい て ， 医師カ、 ょ い と い った か ら と 、 オ ズ オ ズ水
に 入る様 を想像 し てい た だきた し 、 。 そん な態度では，
そ も そ も 出 発点か ら して寒 中 水泳 の精神 と 矛 盾 し てお
るではな い か。 この時 の私の質問（主催者 と して， 参
加学 生 に体調の調整 その他， 行事に臨 む た め の指導を
行った か） に対して， 「 それは気が付き ま せんでした」
が彼 ら の返 答だった のである。

彼 ら 自 身 「 危 険性が高 い」 と 思って い なが ら ， 自 ら
の手でその対策を構ずる気は な し 「 行事」には ま っ
た く 無 関 係 な当 セ ン タ ーに その肩 代 り を願 い 出るのだ
か ら 恐れ入る。 こ う なる と 、 「 行事 の実施に万全 を期
す」のでは なく ， 子政き作 業 の 「言 い のがれに万 全を
期し」て いるだけで， この よ う な責 任 者 の態 度は ま こ
と に気持が悪 い 。 jfl: 頃 の学 生は云々． と い っ た 受 け 取
り )J をして も ら って は 凶る， この行事では B音｜；局 も そ
の責 務を分.jl l.して い るのだから 。 「 し 、や， 我々は医師
の診断能 力 を絶対だ と 信 じ てい る も ので」と い っ た 「大
人の， おだてるつ も リ （ ？ ） の」 よ く ある言 い 訳 は 残 念 な
が ら 通 用 し ない 。

それでは 甘えん 坊 の責f「牟 者’が�j( I ） の称jにする 「 診断
書」 が， とc のf'il皇： の交＇)J )J を も っ てい るのかを調べてみ
ょ っ 。

3 ） 診断書の効 力
当 セ ン ター の臨 時 位 珍 m の l診 断 書 には ， 「 異常 の

有 無 」 が所 見欄に記 入され， 続いて， 「本 日の検 診 の結
果は上 記 の と お り です。 た だし， この診断書は 当 該実
習 l土び各税競技につ い ての安全を保証する も のではあ
り ま せんり と 但し書きがなされて い る。 この但 し 書き
の意図は今 更説明する ま で も ない のだが， 念、 のた めに
水泳実習を例 に と って具体的に考えてみ よ う。

臨海水泳実 習 の指揮 を と る者 は 実 習生 の健康管理 に
つ い て， 次の諸点 く ら い に は 留 意 し てお ら れるこ と と
思 7 。

a ） 自 然条件 と し て， 天候， 気温， 潮 流， 水温 と そ
の変化， 海底 の状況など， b ） 実習 生 の問題 と し て，
実習個々 人の体調， ウ ォ ー ミ ング・ア ッ プ， 長 期 にわ
た る実 習 ではその聞 の 生 活管理， c ） 救急に 際し て，
救助 ・ 救急処置， 最寄 り の医療機関 と の連携， このほ
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か に， d )  �i 備段階 と し て， 臨 時 健康診断の要 ・ 不要
の検討など。 こ の よ うにみてく る と ， 実背 中 の事故 防
止 につ いてはこれ を企画 ・ 実 施する当 事者が専 ら その
責 に 任 ず べきで， そ の よ うな企画に も 実施に も 参与し
な い他 の一部 局 と しての当セン ターは ， 健 診 の依頼を
うけた 時点で初めて その企画の存 杭を知 I） ， 実 習 参加
予 定者の中に潜在するか も しれ ない組大な病 変 の有 無
を判定するだけのこ と である3 お と し よ り のゲート・
ボール大会を町 内会が主催するのに， 参加者 の健診を
市 の保健 所に依 頼し た と する。 こ の時 の保健 所 の立場
と 当 セ ン ターの立場 と は 少し も 追 う と ころがない ので
ある。 上記の診断書の但し書きに は そ の よ う な 定、l床カ、
込 め ら れて い るのであって， も し ， 当 事者に行為の主
体者 と して の 自 覚がなければ， この診断 書は故紙 同 然
であるこ と がおわ か り い た だけるであろ う 。 なお， こ
こで水泳実習を例にひ い た のはあく ま でも 説明 のた め
の便 法であ り ， 他 ；官、はな し 、 。 念 のた めに付記 し ておく 。

臨 時 健 診につ い ては， ま だ書き残し も あるが， 紙中ii\
の都合 じ 最 後 に当セン ターか ら 健診の申 し 込 み 方 に
つ いて のお庇 い 、 があるのでそれ を 簡単ー に 記 し ておきた
L 、 。

4 ） 健診の申 し込み につ い て
臨 時 健診は被検者が診断書を必要 と する 日 の 3j担／｛lJ H°lj

ま でに当セ ンター へ 申 し込 ん で欲し し 、 。 申 し込 み を受
ける と 医師 ・ 石護婦の手配に 日 数 を要する し ， ｛往 診 の
結果， 異 常 所 見 のある者につ い ては， その後少く と も
1 週間 の追跡検査を要するからである。 3j盟問自lj と いう
のは 決して勿体振った も のでなく ， キッチリ し た 診断
をお望み の場 合は， 是非 と も これ を守って欲 し ＼， ） 0 ま
た 申 し 込み と 同 時 に被検予定者の 名簿 と 総人数を報告
l町i L 、 た し 、 。 それがわか ら ない と 動 員 する医師 ・ 看護 婦
の数が決め ら れな い か ら である。

以上， 大変粗野な表現を 多用 したが， この種の内容
はこれ ま で幾度 と なく く り 返してお願 い し てき た のに，
一向 に理解されてない と い う こ と に対する焦立ちがそ
の因， と い う のが当方の弁解である。

職 ，息貝 消

〈新 任 者〉

高 岡短期大学創設準備室

__... = 二三ニ 長 横山 保
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室 ー の受講料の項 ， ｜  

主 要 行 事

7 日 国大協 第 3常置委員会 （ 於， 国大協 ）
部 ｜ 8 日 庶務係長会議

1 0 日 第 35 回 北陸地 区 国 立大学体育大会
部 局長 懇談 会 （ 於 ， 金沢大学）

第2 回事務協議会 13日 人事関係事項 説明聴取 （ 於， 文部 省 ）
学内バレーボール大会 （ 於， 第2 体育館） 1 5 日 第5 回評議会
j旦窓会定期総会 1 6 日 第 9 回学寮補導委員会
学内釣大会 （ 於， 富山新港東防波堤） 1 8 日 第 4 回 学 則 改正検討小委員会
第 3 回 学 則 改正検討小委員会 国立大学入学者選抜研究 連絡協議会中部 地
計算機センタ一運営委員会 区協議会 （ 於， 名古屋大学 ）
入学試験管理委員会の専 門 委 員会 20日 第 1 回公開講座 委員会

部 課長会議 23日 58 年度文部 省 北陸地区共同事業体育大会
第 8 回学寮事！日導委員会 26 日 高等学校長協会と の懇談会
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27 日 保健婦 ・ 看護婦班第 10 回 研究集会

（ 於， 呉羽ノ 、 イ ツ ）

学

28 日 科学技術庁 に よ る 放 射線取扱施設調査

28～ 29 日 第21 回 全 国 大学保健管理研究集会

東 海 ・ 北 陸地方研究集 会 （ 於， 呉羽 ハ イ ツ ）

7 月 6 日 学部教務 委 員 会

特別昇給委 員 会

12 日 夏季休業 （ ～ 8 月 31 日 ま で ）

次期学部補導委員 会委員 の打合せ会

学部将来計画委員 会

13 日 教授会

16 日 コ ー ス 代 表者会議

特別昇給委 員 会

教 育 学

7 月 1 臼 教務委 員 会教職科 目 専 門 委 員 会

教育実践研究指導セ ン タ 一運営委員 会
13 日 学部補 導委 員 会

予算委 員 会
14 日 カ リ キ ュ ラ ム 検討委員 会

18 日 附属学校運営委員 会
19 日 学部図書委 員 会

富 山 県 生活環境部公害対 策 課 に よ る 毒物，

劇物の 管理に 関 す る 調査
20 日 学部教務委員 会

教授会

附属幼稚園 第 I 学期終業式
22 日 附属小学校 第 I 学期終業式

附属 中 学校 第 1 学期終業式
23 日 附属養護学校第 l 学期終業式
24 日 夏 季休業

25 日 人事教授会

予算委 員 会
25～ 26 日 全 国 国 立大学附属学校幼 稚園研究集会

（ 於， 宮崎市 ）
29 日 日 本教育 大学協 会 第 二部 会 技術 ・ 職業 ・ 職

業指導部 門 総会

（ 於， 信州 大学教育学部 ）

報 第237号

経 済 学 部

7 月 6 日 学 部 図 書委 員 会 ・ 日 海 研運営委 員 会 合 同 委

員 会

日 海研運営委員 会

1 2 日 財務委員 会

学部補導委員 会

1 3 日 学部教務委員 会

教授会

授 業 終 了 ( 13週 5 日 ）
16 日 論集委員 会

7 月 8 日 立 山 研究室運営委員 会
13 日 理学研究科委員 会

人事教授会

教育実習 委 員 会
14 日 予算原案作成委員 会
1 5 日 夏季休業 （ ～ 9 月 4 日 ま で ）

19 日 富 山 県生 活環境部公害対策 課に よ る 毒物，

劇物の 管理に 関 す る 調査
20 日 教授会

次期学部補導委 員 会委員 の 打合せ会

工 A手Mo 

7 月 6 日 工学研究科委員 会

専任教授会
8 日 学科主任会議

学部図書委 員 会
1 3 日 教 授 会

専 任 教 授 会
14 日 夏季休業 （ 9 月 7 日 ま で）
21 日 富 山 県 生活環境部公害対策課に よ る 毒物，

劇物の管理 に 関 す る 調査
25 日 紀要編集委員 会
28 日 係 長 連絡会
29 日 学部教務委員 会

- 15 -
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7 月 1 日 教養部教務委 員 会

1 1 日 授 業 終 了

1 3 日 人事教授会

教授会

19～ 22 日 北 信 越 四 大学教養部 （ 課程 ） 相互交流合宿

教育

30 日 金沢大学教養部 と の 交歓野球

（ 於， 金沢大学 ）

｜ 附 属 図 書 館 ｜
7 月 3 日 附 属 図 書館電算化研究会

1 5 日 給与振込み に 関 す る 説明 会
18 日 商議会

20～ 22 日 工学部蔵書点検

25～ 29 日 II

｜ ト リ チウム科学セ ン タ ー

報 第237号

7 月 28 日 科学技術庁 に よ る 放射線取扱施設調査

保健管理 セ ン タ ー

7 月 27 日 第 2 1 回 全 国大学保健管理研究 集 会

～ 29 日 東 海 ・ 北陸地方研究集会及 び保健婦 ・ 看護

婦班第 10 回研 究 集 会

7 月 7 日 第 1 回 教官選考委員 会 （ 昇任 ）

第 4 回 財務 委 員 会

14 日 第 2 回 教官選考委員 会 （ 昇任 ）

第 2 回教官選考委員 会 （ 採用 ）

第 6 回教授会
19 日 授業終了

28 日 第 3 回 教官選考委員 会 （ 昇任 ）

第 7 回 教授 会

編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 

印刷所 あ け ぼ の 企 画
富 山 市 曙 町 8 - 4 
電 話 （33) 3 3 5 6 ({t1 

16  


